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▶徳島工場
製 造 品 目 
合金鉄（高炭素フェロマンガン・SLP フェロマンガン）、機能材料（酸化ジルコニウム・酸化ほう素）

グラウンド中層材（ＲＭ）、肥料

▶高岡工場
製 造 品 目
マンガン酸リチウム（リチウム電池正極材料）

Network
事業所一覧

▶大阪営業所

▶研究所
製 造 品 目 
合金鉄関連技術、微粒金属・酸化物、自動車排ガス浄化用助触媒などの開発

▶北陸工場
製 造 品 目
フェロボロン
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President's  Message

4 つのコア事業を通じて社会の発展に貢献

　当社グループは創業以来、一貫して各種合金鉄の製造を手掛けてまいりました。 このコア中のコ

アである合金鉄事業において、高炭素フェロマンガンに経営資源を重点投入し、コストダウンを極限

まで追求した結果、現在では国際的に上位の競争力を維持するとともに、世界最高水準の環境基準要求

をも満たしていることは当社グループにとって大きな強みとなっています。

　また、安定収益が期待できる機能材料事業や環境事業にも注力し、着実に育ててまいりました。 そして、

水力発電による電力事業をコア事業の１つに加え、これら 4 つのコア事業によってより一層の安定収益

体制を構築し、企業価値の更なる向上に努めてまいります。

　当社グループの製品は日常生活において直接目にふれることの少ないものですが、いずれも独自の技

術により開発された「必要不可欠な素材」として、さまざまな分野で皆さまのお役に立っています。

　新日本電工は、当社グループの強みを最大限に発揮し、持てる経営資源を余すところなく活用

して、経営諸課題の解決に果敢に取り組むとともに、高品質な製品の安定供給と新技術の開発、新製

品の提供を通じて未来に向けた挑戦を続けてまいります。

▶日高事業所

▶幌満川水力発電所
　電力

▶本社（東京）

▶郡山工場
製 造 品 目
クロム酸、ほう素、ニッケル、ふっ素などの排水処理製品及び純水製造設備

▶妙高工場
製 造 品 目
機能材料（水素吸蔵合金、リチウムイオン電池正極材、マンガン系無機化学品）

▶中央電気工業株式会社
事 業 内 容
焼却灰溶融固化処理

▶鹿島事業所

代表取締役社長

新日本電工株式会社「会社案内」_和文 A4



2

Ferroalloys
合金鉄事業

トップメーカーの責任

　合金鉄は強度・靭性・耐熱性・耐食性など鋼の特

性を高めるため、ほぼ全ての鋼に添加される最も重

要な素材です。普段の生活で直接目にすることはほ

とんどありませんが、合金鉄は豊かな生活を送るに

は欠かすことのできない製品のひとつです。特に、

当社グループの主力製品である高炭素フェロマンガ

ンは、自動車・船・鉄道・建物など主な鉄鋼製品に

は必要不可欠です。

　当社グループは徳島県とマレーシアに生産拠点

を有し、確かな技術のもと、高品質のマンガン系合

金鉄を需要家へ安定的に供給しています。 マンガン系

以外にも、各種合金鉄製品を取り扱っており、合金鉄の

トップメーカーとして需要家の皆さまから高い評

価をいただいています。

　私たち新日本電工は、合金鉄を通じて、今日も

どこかで皆さまの生活を支えています。

徳島工場
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高炭素フェロマンガン、中低炭素フェロマンガン
■  特 徴 
鋼の強度確保に必須

■  用 途 
溶鋼のマンガン添加剤、脱硫

低炭素フェロマンガン（SLP）
■  特 徴 
一般のフェロマンガンと比較してマンガン純度が高く、

炭素、リンの含有率が低いことが特徴

■  用 途 
主に高級鋼のマンガン添加剤

シリコマンガン
■  特 徴
シリコン、マンガンを主成分とする複合品

■  用 途 
溶鋼のマンガンシリコンの添加用、脱酸、脱硫

フェロシリコン
■  特 徴
鉄鋼用に広く大量に使用され、脱酸時の生成熱が大

きいため湯温をあまり下げず効果的に添加可能

■  用 途 
製鋼用脱酸剤、シリコン添加剤、鋳物用接種剤

その他取り扱い製品

フェロバナジウム
高炭素フェロクロム
フェロニオブ

フェロマンガン

低炭素フェロマンガン（SLP）

シリコマンガン

フェロシリコン
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Functional　
Materials

機能材料事業

未来を創造する
テクノロジー

　当社グループは、長年培った電気炉操業技術を

強みとして、高機能・高品質かつ特徴ある機能材

料を製造しており、電子部品、電池など数多くの

先端部品に採用されています。

　電子部品に使用される酸化ジルコニウムやマ

ンガン化成品、電気自動車用リチウムイオン電池正

極材、ハイブリッド車用水素吸蔵合金、高効率トラ

ンス用フェロボロンなど、これら機能材料は数

多くの先端素材に採用されており、持続成長可

能な社会づくりに貢献し、皆さまの生活を支えて

います。
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■  酸化ジルコニウム
IT 機器を支える電子部品などの素材として用いられ、

その高機能化に貢献しています。

■  フェロボロン
国内唯一のフェロボロンメーカーとして、お客様の安

定生産を支えています。

■  水素吸蔵合金
水素を吸蔵したり放出したりできるユニークな合金で、

ニッケル水素二次電池の負極材料に使用されています。

当社グループはハイブリッド自動車用ニッケル水素電

池向け水素吸蔵合金の世界最大のサプライヤーです。

■  リチウムイオン電池正極材
リチウムイオン電池は、高いエネルギー密度を持ち、

電動車から携帯機器用まで広く使用されています。当

社グループは、20 年以上のリチウムイオン電池正極

材の量産実績によって蓄積された技術力で、お客様の

厳しい品質ニーズにお応えしています。

■  マンガン系無機化学品
多岐にわたる用途に使用されており、国内唯一の硫酸

マンガン及び炭酸マンガンメーカーとして日本の産業

を支えています。

■  酸化ほう素
国内唯一の酸化ほう素メーカーとして、極めて不純物

の少ない高品質・高純度な製品を供給しています。

酸化ジルコニウム

水素吸蔵合金

フェロボロン

リチウムイオン電池正極材
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■  環境システム事業
　排水の浄化・再利用と有価物の回収・再資源化技術

で水と資源の循環に貢献する「排水処理装置」と、水

素製造に必要不可欠な高純水を供給する「純水製造装

置」の提供でサーキュラーエコノミーやカーボン

ニュートラルの実現に貢献しています。

１．排水処理装置
排水に含まれる金属や不純物などを回収すること

で、排水が脱イオン水・純水として再使用可能に

なります。また、再生工場では回収したほう素・

ニッケルなどの再資源化に取り組んでいます。

2．純水製造装置
各種洗浄用・調合用・検査用をはじめ、高純水

を必要とする分野は大きな広がりを見せていま

す。当社グループは高純水の需要に対して、ア

クアパックと MR パックの２つの製品で対応し

てまいります。

アクアパックはイオン交換樹脂を充てんした簡

便・手軽なカートリッジ純水器で、水道水中の

Ca、Na、SO4、Cl、SiO2 などを除去して高

純水を簡単に得ることができます。

MR パックは逆浸透膜（RO）とイオン交換樹

脂塔をユニット内に納め、一体化した純水製造

装置です。水道水・井戸水などの用水を「MR 

パック」に通水することにより理論純水に近い

高純水を簡単に得ることができます。

■  焼却灰溶融固化処理事業
　現在、自治体のごみ焼却炉などから発生する焼却

灰の多くは埋立処分されています。そのため、灰に

含まれる有価な資源が再利用されず、また、新たな

埋立用地の確保が困難になることも懸念されていま

す。

　この問題を解決するため、当社の100％子会社で

ある中央電気工業株式会社では、焼却灰を専用電気炉

で溶融固化し、生成されるスラグ（エコラロック®）

や有価金属を資源循環させる廃棄物のパーフェクト

リサイクル事業を展開し、SDGsの実現に貢献して

います。

　また、焼却灰を高温で溶融することにより、ダイ

オキシンの分解、重金属の無害化、安定化を実現し、

環境保全に寄与しています。

MR パック（純水製造装置）

アクアパック（カートリッジ純水器）

排水処理装置

有価金属を含む溶融メタル
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Environment
環境事業

循環型社会のニーズ

　当社グループでは、循環型社会のニーズに応える

ために、排水の循環再利用や排水中の有価物の回収、

純水製造など限りある水や資源を守るための「環

境システム」事業と、自治体のごみ焼却炉から発生する

焼却灰を高温で溶融して無害化し、エコラロック®

（徐冷エコスラグ）としてリサイクルする「焼却

灰溶融固化処理」事業を行っています。

6

エコラロック®使用例（太陽光パネル設置エリアの敷均し材）

新日本電工株式会社「会社案内」_和文 A4



幌満川水力発電所

幌満川 第 2 水力発電所
■  竣 工
1940年 11月

■  F I T 運 転 開 始
2017年 11月

■  出 力
4,406kW

幌満川 第 3 水力発電所
■  竣 工
1954年 9月

■  F I T 運 転 開 始
2019年 2月

■  出 力 
6,221kW

第 2 水力発電所

第 3 水力発電所

第 2 発電所ダム
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Electric　
Power

電力事業

グリーンエナジー

　当社グループは北海道日高地方の幌満川水系に 2 か

所の水力発電所を所有しており、両発電所は再生可能

エネルギー固定価格買取制度（FIT）の設備認定を

取得し、運用しております。

　水力発電は、CO2 の排出がなく極めてグリーンな

発電として注目を集める再生可能エネルギーです。

　また、幌満川水系はユネスコ世界ジオパークに認

定された様似町のアポイ岳ジオパークのエリア内にあ

り、大変豊かな環境の中に位置しています。

　この環境に配慮し、グリーンな再生可能エネル

ギー発電事業に取り組むことで、安定的な収益を確

保するとともに近隣地域への電力供給という社会

貢献にも努めてまいります。

幌満川 第 3 発電所ダム
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Human 　　　　
Resources  　

Development

人材開発

明日の新日本電工へ

　新日本電工の将来の発展につながる人材開発を重要

な取り組みととらえており、経営資源である人材の採

用・育成に努めています。

採用活動

産業社会の高度化・流動
化・専 門 化・国 際 化・
高速化に対応できる明日
の新日本電工を担う人材
を求めています

人材育成

新入社員研修から始まる
充実した階層別研修、
語学留学制度、専門的な
外部研修・通信教育を
通じ、重要な経営資源
である人材の育成に力を
入れています
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R & D
研究開発

技術の深耕と創造

　長年の事業活動により培ってきた金属精錬技術、

化学品製造技術を基盤とし、柔軟な発想と創造力で、

合金鉄事業、機能材料事業の各分野における基盤・探

索研究、商品開発、プロセス開発に取り組んでいます。

　また、地球環境保全、資源リサイクルに通じる環境

技術開発にも取り組んでいます。

　社会ニーズの多様化・高度化や市場環境変化の高速

化に対応すべく、お客さまのニーズを先取りし研究

テーマの探索を行う「新規商品・事業開拓グループ」と、

研究・開発を実行する「研究グループ」の２グループ、

その開発成果をいち早く実現する工場部門が強固に連

携することで、効果的かつ迅速に新技術・新製品を創

出できる研究開発体制を構築しています。さらに大学

や優れた技術を持つ研究機関などとの連携を強化して

おり、スピーディーかつタイムリーな研究開発を推し

進めています。

研究拠点
■  研 究 所（徳島県阿南市）
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Network
事業所一覧

▶徳島工場
製 造 品 目 
合金鉄（高炭素フェロマンガン、低炭素フェロマンガン（SLP））

機能材料（酸化ジルコニウム、酸化ほう素）

▶研究所

▶大阪営業所

▶富山工場
  （射水地区）
　製 造 品 目 
　フェロボロン

　酸化ほう素
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